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Discussion(考察)

・㏗メーターで液体の㏗を測る
・鯛の骨を約６㎝にカット
・５種類の液体に１から３週間浸す
・対照実験で何にもつけない骨も置く
・硬度計で1週間ごとにかたさを数値化する

Method１(方法①)

骨を溶かす酸性の条件
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Introduction(はじめに)

Conclusion(結論)

写真とか 写真とか 写真とか 写真とか 写真とか

Result 1(結果①)

Result 2(結果②)

レモンの㏗が一番低い
硬度の差も一番大きかった

・仮説は違っていた
・㏗が一番低いレモンの硬度の差が一番

大きいことから㏗が低くてクエン酸が
含まれていると骨を溶かすと考えた

・水は骨に影響を及ぼさない

Future plan(次の計画)

・酸性の液体は骨や歯に影響を及ぼすか
・pHが１に近いほど物が溶けやすいのか
・骨や歯はCaで形成されている
・魚の骨を酸性の液体に浸す
・身近な魚の骨からCaを摂取し
健康維持につなげる

・仮説はコーラが溶かしやすいとたてた

5種類の液体の㏗
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液体 ㏗の値

コーラ 2.04

リンゴ 3.56

レモン 1.43

酢 2.32

水 7.3

Method２(方法➁)

・鯛の骨を約６㎝にカット
・2.5から6.7の㏗のクエン酸の液を

つくり１週間ごとに硬度を数値化する
・本当に酸性が影響しているか調べる

（３回の平均値）

硬度

クエン酸が含まれていてpHが１に近い液体ほど骨を溶かしやすい

クエン酸以外の酸で実験する

前
1週
間後

2週
間後

3週
間後

2.5 22 14 10.3 2.5
3 22 15 9.6 1.6
4.3 22 15 10.7 4.3

5 22 15 14.3 14

6 22 16.3 16 15.5
6.7 22 19 18 18

前
1週間
後

2週間
後

3週間
後

コーラ 22 18.5 9 6

リンゴ 22 18 12 6

レモン 22 17 9 1

酢 22 14 12 5
水 22 19 19 19

何もなし 22 22 21 20


